
北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価小項目 評価指標 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

自然史系
資料収集

中期的資料収集計画（別紙１・２）との整合性がとれてい
るか

概ね設定した収集
計画に沿った活動
が行えた

設定した収集計画
に沿った活動が行
えた

年報 p59-60
別紙１, ２

B
・多数の資料を寄贈いただくことができたが、学芸員によ
る採集活動は活発に行えなかった。

B

自然史系
資料登録

デジタルデータベース化状況＜設定目標値（別紙３）＞ 2,629点 12,440点
年報 p59-60
別紙３

C
・設定した目標を達成した分野が多かったが、課全体で
の達成率（登録数/目標数）は8割未満（73.8％）であった。

Ｃ

歴史系
資料収集

資料収集方針（別紙４）に基づいた収集・保存ができてい
るか

資料収集方針に基
づいて収集が行え
た

資料収集方針に基
づいた収集が行え
た

・年報 p.60-61
・別紙４

B

・小学校の統廃合に伴う学校資料の調査を行って、保存
と授業や展示への活用につなげることができた。
・数の少ない地元の中世文書を購入することができた。
・全体として、資料収集方針に基づく資料収集を行なうこ
とができた。

Ｂ

歴史系
資料登録

登録点数＜寄贈・寄託・購入手続終了点数＞ 527点 1,000点
・年報 p.60-61
・別紙４

C
・寄贈・寄託・購入手続きが完了しなかった資料群があ
り、前年度実績を下回った。

Ｃ

C

・収集方針に沿って、必要とされる機会を得て、貴重な標
本・資料を収集することができた。しかし自然史系資料の
「採集」による収集や、歴史系資料の「登録」などの点数
が目標や前年度実績を下回ったので、さらに努力したい。

C

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

　＜総　合＞

【論点】
・博物館活動の根底をなす資料の収集が計画
的に実施できているか。
・収蔵資料のデータベース化など、資料活用の
ための業務が適切に実施できているか。

【外部評価】
・自己評価は妥当だが、Bに近いC評価と思う。
・評価はCであるが、目標点数からみた評価で
あり、質的にはおおむね良いと思われた。
・特に、地元密着型の貴重な標本・資料の収集
に尽力していることが理解できた。登録点数が
前年度実績を下回った部分もあるが、収集・保
管活動に向けた努力は十分に認められる。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

１　資料収集・保管活動

資料の計画的な収集・
整理・保管ができている
か

１／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

外部資金応募数・採択数
　*令和４年度申請・採否決定分
　　＜採否未定分については申請数からも除外＞

申請15件
採択５件

申請23件
採択11件

・年報 p.66-72
・別紙５

B

・学術振興会（科研費）への申請課題について、代表者と
分担者としての申請をあわせると、13件のうち３件（約
23％）、他への申請課題３件全て（100%）が採択された。
（学術振興会によると、令和３年度の主な研究種目におけ
る採択率は27.9％）

Ｂ

外部資金獲得による継続実施研究課題数
　*令和４年度開始分を含む

26件 24件
・年報 p.66-72
・別紙５

B

・外部資金による実施研究課題数は前年度より増加し、
研究活動が活性化したと判断できた。
・一方、コロナ禍により、多くの研究は計画どおりに実施す
ることができなかった。

Ｂ

自然史系
・学術論文等出版数
・学会発表数

　  出版28本＊
発表27件

　 出版24本＊
発表22件

・年報 p.67-71 B
・査読付論文を含め学術雑誌に掲載された論文数は前年
度と同数であったが、学会発表数は前年度比約123％で
あった。

Ｂ

歴史系
・学術論文等出版数
・学会発表数

出版８本
発表５件

出版５本
発表０件

・年報 p.71-72 B ・出版数は前年度比３本、学会発表は５件増加した。 Ｂ

普及書等執筆数
14本

自然史11本＊
歴史３本

21本 ・年報 p.71-72 B
・執筆数は前年度比で減少したが、依頼に対応して、自然
史・歴史両分野の普及書等の執筆を行うことができた。

Ｂ

B

・前年度同様の積極的な研究外部資金への申請を行うと
ともに、多くの課題が採択される等、博物館の調査研究
機能を維持できた。
・学会発表や審査制の論文発表等について、前年度より
出版・発表数が増えた。

Ｂ

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

＊館長の実績を含む

【論点】
・研究活動進展に向け、外部資金に積極的に応
募できているか。
・学会発表や審査制（査読付）学会誌への論文
投稿など、研究の質の向上に向けて努めている
か。
・研究成果の市民への公開のため、普及書の
執筆に努めているか。

【外部評価】
・自己評価は妥当だが、Aに近いB評価だと思
う。
・前年度同様の積極的な研究外部資金への申
請が行われており、多くの課題が採択されてい
た。また、学会発表や審査制の論文発表等につ
いて、前年度より出版・発表数が増えており、今
後にも期待がもてる。
・普及書の執筆数は昨年度を下回っているが、
対応分野を広げている。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

評価小項目

２　調査研究活動

戦略的な調査研究を
実施し、博物館の調
査研究機能を高める
ことができているか

研究業績

＜総合＞

２／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標〈括弧内は目標値〉 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

総入館者数 402,819人 241,736人 ・年報 p.10 A

・コロナ禍の制限緩和、充実した内容の特別展の開催、
常設展改装（３月４日公開開始）の効果もあり、オンライン
予約制により入館者数を制限していたなかでも、総入館
数は前年度比約1.7倍に増加した。

Ａ

有 料 特 別 展
総観覧者数

有料特別展観覧者数
（まるごとウマ展の令和４年度分と世界の野生ネコ科
展の令和４年度分を含む）

156,577人 57,731人 A

・博物館開館20周年記念展（夏・秋・冬）を含めて、オンラ
イン予約制により入館者数を制限していたなかでも、充実
した内容の特別展を中止することなく開催することがで
き、多くの方に観覧いただくことができた。

Ａ

春の特別展
「まるごとウマ
展」

人類史に大きく影響
を与えてきたウマに
ついて、自然史分野
と歴史分野から紹介
した。（14,032人／全
会期20,516人）

・年報 p.18-19 B

・自然史と歴史の学芸員が共同して実施した展覧会で
あった。また、騎馬姿勢を示す新しい標本「人馬一体」を
今回の展覧会のために制作できたことも意義深かった。
来場者には男性１人や成人男女ペアが目立つなど、従来
の入場者とは異なる新しい層が入館している様子がうか
がえた。一方、目標とした観覧者数（３万人）に達しなかっ
た。

B

夏の特別展
「昆虫博
2022」

大量の昆虫標本と生
体を駆使し、昆虫の
多様性と興味深い生
き方などを楽しんで
もらうことができた
（81,554人）

・年報 p.20-21 B

・大量の実物標本の壁状展示、メタリックカラーに輝く実
物標本、巨大な昆虫の生体展示など工夫を凝らした展示
を実施し、「新型コロナウイルス感染症が収束しないな
か、明るく楽しい思い出を持ち帰ってもらう」という主要
テーマを実現することができた。一方、目標とした観覧者
数（9.5万人）に達しなかった。

A

秋の特別展
「トイレのうん
ちく展」

トイレを題材にして、
日本の歴史を縄文
時代から現代まで、
考古資料・模型を多
用して楽しく紹介した
（27,193人）

・年報 p.22-23 A

・市内外のさまざまな分野の関係者・機関に協力をいただ
き展示を開催した。特別展会場内に実物大模型を３つ設
置して体験できるようにするなど、歴史を楽しく学べる展
示となるよう心がけた。目標とした観覧者数（８千人）を超
えた。

Ａ

冬の特別展
「 う な ぎ の 旅
展」

ウナギにまつわる興
味深い話題を、生物
学や民俗学、歴史学
などさまざまな視点
から紹介することが
できた。（観覧者数：
10,788人）

・年報 p.24-25 B

・自然史課と歴史課が共同し、最新の生物学的研究成果
から、人とウナギの多様な関わりなど、ウナギに関する多
彩で興味深い話題を、実物標本、レプリカ、VR映像、生体
など様々な展示資料や手法を用いて紹介し、来館される
ことが稀であった客層にも観覧いただくことができた。しか
し、目標とした観覧者数（4.1万人）には達しなかった。

B

評価小項目

総入館者数

【論点】
・来館者の興味を喚起し、知覚を刺激するような
展示会や関連企画が実施できているか。
・展示テーマ・展示意図の正確な伝達や理解の
深化に向けた創意工夫がなされているか。

【外部評価】
・オンライン予約制により入館者を制限していた
なかで、かなり健闘していると思う。4回の特別
展のうち２回は、自然史課と歴史課が共同で実
施した点、ならびに新しい層の入館者が見られ
るようになった点は高く評価できる。企画展の特
記事項も高く評価でき、自己評価ではBとのこと
だが、A評価でも良いように思う。
・夏の特別展はコロナ第七波という困難にあっ
ても多くの来場者があったのは、市民の関心の
高さや感染防止対策への定評などもあろうし、
企画展の内容も多様で工夫が良いと思われ
た。
・特別展のポスターやチラシについては、デザイ
ンやキャッチ―コピーなどにもっと工夫の余地
があったと思う。

特別展

３　展示活動

自然史、歴史に関する
市民の興味関心を高め
るとともに質の高い魅
力ある展示ができてい
るか

有意義で内容の充実した特別展を効果的に実施する
ことができたか
＊開催の意義と効果
＊入場者数

３／１２



評価項目 評価視点 評価指標〈括弧内は目標値〉 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

歴史企画展
「描かれた加
藤清正と清正
信仰」

安土桃山・江戸初期
の武将である加藤清
正の没後から現在ま
での人気や神格化、
信仰の理由に 迫っ
た。

・年報 p.28

歴史企画展
「まがたま
の美」

北九州市内から出土
した勾玉を収集し展
示紹介した。勾玉の
美しさとその歴史を
紹介した。

・年報 p.29

歴史企画展
「古文書に
みる戦国の
北九州」

館蔵資料や新たに
借用した中世文書を
展示し、地域の武士
や寺社からみた戦国
時代の北九州につ
いて紹介した。

・年報 p.30

歴史企画展
「襤褸「背
守り」」

魔除けとして付けら
れた「背守り」のある
着物を中心に、子ど
もの健やかな成長を
願う母親たちの想い
について紹介した。

・年報 p.31

歴史企画展
「折尾駅も
のがたり」

折尾駅で使われた
実物資料や写真など
を紹介し、折尾駅の
役割と工夫、北九州
における鉄道の発展
について展示した。

・年報 p.32

歴 史 企 画 展
「わくわくタイ
ムトラベル い
ま・むかし」

小学校３年生社会科
単元「かわる道具とく
らし」の学習支援を
目的として例年おこ
なっている展覧会。

・年報 p.33

常 設 展 展 示
更 新 （ 中 世 ・
近世）

展示資料の保護や
展示内容の充実の
観点・刷新のため、
中 世 史 の 展 示 を ２
度、近世史を１度更
新した

・年報 p.35-36 B

・史料保護の観点から新たなテーマを設定し、常設展の
展示資料を入れ替えることができた。
なお、デジタルサイネージを利用して展示理解を促進させ
ることができた。

B

そ の 他 展 示
（短期展示な
ど）

研究成果の紹介や
自然現象の理解深
化につながる展示な
どをおこなった。

・年報 p.37-42 A

・他施設との連携展示３回、名誉館員および学芸員の研
究成果展示４回、時宜に合わせたミニ企画展３回、外部
への出張展示４回、オンラインによる画像展示を142回更
新するなど、さまざまな活動を紹介すことができた。

Ａ

B

・有料無料を問わず、さまざまな場所で、当館の活動や、
自然史、歴史に関する興味を喚起する企画をできた。今
後も多くの方々に興味を持ってもらえる企画を実施しつ
つ、解説手法や広報など、さらなる工夫を追求していきた
い。

A

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

★春の特別展「世界の野生ネコ科展」、企画展「北九州市制60周年記念　北九州市の誕生とその時代」については、次年度の評価対象とする。

B

・北九州市の古代から近現代までを、館蔵や市が所有す
る歴史資料などを紹介し、多様な内容の企画展・テーマ
展を開催した。
・本年度の特記事項としては、学芸員の研究成果や地域
の歴史を掘り起こす展示のほかに、閉校予定の小学校か
ら新しい資料を収集し、小学生とともに展示をおこなった
ことなどが挙げられる。

A

・地域密着型のテーマや内容、初等教育との連
携、他施設との連携、オンラインやデジタルサイ
ネージなどの活用など、創意工夫と意欲が感じ
られる企画展が実施された。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

＜総合＞

評価小項目

企画展

展示更
新

テーマ展
など

自然史、歴史に関する
市民の興味関心を高め
るとともに質の高い魅
力ある展示ができてい
るか

３　展示活動

有意義で内容の充実した企画展を効果的に実施する
ことができたか

４／１２

３／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標〈括弧内は目標値〉 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

学校団体誘致活動回数<100社〉 107社 85社 ・年報 p.46 A
・前年度実績を上回り（前年度比126％）、目標値を超える
ことができた。

A

社会見学・修学旅行等　入館団体数
                                 入館者数

707団体
41,022人

379団体
20,258人

・年報 p.46 A
・コロナ禍に伴う入館等の制限緩和により、団体数で
197％、入館者数で202％と大きく増加した。

A

体験プログラム等　実施回数
                           参加者数

125回
6,176人

55回
2,711人

・年報 p.46-48 A
・コロナ禍に伴う入館等の制限緩和により、回数で227％、
参加者数で228％と大きく増加した。

A

館主催普及講座　開講数
                         参加者数

17講座
255人

19講座
681人

・年報 p.49 B

・コロナ禍に伴う入館等の制限緩和の一方で、博物館の開
館20周年記念事業や常設展改装工事を実施するため、普
及講座の開講を一部控えたことから、開講数・参加者数が
減少した。

B

特別展関連普及講座等　実施回数
　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数

12回
2,019人

０回
０人

・年報 p.18-27 A

・館内でおこなうナイトミュージアムやギャラリー・トーク、講
演会や学校団体に向けた展示解説だけでなく、博物館を
出て関連施設の見学に赴いたり、試食イベントをおこなっ
たりするなど、さまざまな講座を実施した。

A

A
・積極的な誘致活動を行ったことや、コロナ禍に伴う入館
等の制限緩和により、実施数・参加者数ともに著しく回復・
増加した。

A

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

【論点】
・博物館の理念実現に向けた教育普及活動が
展開できているか。
・さまざまな年齢や発達段階にある市民に開か
れた教育普及活動が実施できているか。

【外部評価】
・実施数・参加者数ともに前年度よりも著しく回
復・増加した。
・コロナ禍収束につれて、本来の活動の勢いが
みられ、さらに飛躍したことは高く評価できる。
・コロナ禍においても入館制限と緩和を効果的に
実施しながら、前年を上回る実績を納め、教育
普及活動が展開できている。
・年齢を問わず市民に愛される博物館を目指し
た活動が認められる。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

評価小項目

市民の知的ニーズに
応じた効果的な生涯
学習が実施できてい
るか

教育普及講座類
（学芸員主務）

４　教育普及活動

＜総合＞

博物館がセカンドスクー
ルとして、子どもたちの
来館機会を創出し、理
科・社会科への学習意
欲を持たせる仕組みづ
くりを進めているか

セカンドスクール事業
（MT主務）

５／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

広報・報道(市政記者クラブ）に情報提供した件数
15件 ８件 ・年報 p.11 A

・令和３年度はコロナ禍に伴うイベントの中止により、
市政記者クラブへの情報提供が少なかったが、令和４
年度は前年度から倍近い提供を行うことができた。

Ａ

広報・報道で取り上げられた件数

・新聞
延べ ４紙 609件
・雑誌等
延べ42誌　86件
・テレビ
延べ ９社 167件
・ラジオ
延べ ４社  86件
・インターネット
延べ41社  65件

・新聞
延べ14紙 324件
・雑誌等
延べ30誌　37件
・テレビ
延べ16社 110件
・ラジオ
延べ ３社  20件
・インターネット
延べ39社　39件

・年報 p.11 A

・特別展が中止にならなかったこと、開館20周年記念
の特別展や記念式典を実施したこと、常設展改装工
事を実施し、３月にリニューアルオープンを行ったこと
などにより、全体として取り上げられた件数が530件か
ら906件と大幅に増加した。（前年度比171％）

Ａ

ホームページアクセス数 779,274件 694,901件 ・年報 p.11 B

・各種イベントや特別展等に関する情報を随時掲載し
たほか、SNSでの情報発信件数も増加したため、アク
セス数も増加した（トップページのみは前年度比
112%）。

A

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、インスタグラム､Youtube）で
の投稿件数・フォロワー数

729件
16,983人

772件
13,289人

・年報 p.11 A

・リニューアルを記念して、２日間にわたりSNSフォロ
ワー増に向けたキャンペーンを実施し、新たに400人
を超えるフォロワーを得た。
・投稿件数は若干減少したが、フォロワー数が前年度
比128％と増加した。

Ａ

A

・報道機関への情報提供やSNS等の積極的活用によ
り、前年度を上回る情報発信ができた。
・リニューアルを広く周知するため、博多駅や小倉駅を
はじめ九州一円の主要駅のデジタルサイネージを活
用し広く広報を行った。

Ａ

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

【論点】
・効果的な広報を行うことができているか。
・ターゲット層を設定し、各層に合わせた情報発
信を行なっているか。

【外部評価】
・活発な広報活動が行われている。
・広報の取り組みに加え、リニューアルによる社
会の反応が高まった年となり、大きな広報成果
が残せたと思われる。
・報道機関、特にテレビニュース等への露出度
が向上し、情報発信には成功していたと感じら
れた。
・駅のホームの一部を展示施設として利用する
など、創意工夫も感じられた。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

評価小項目

５　広報・情報発信活動

多様な広報媒体を活用
し、特別展をはじめ博物
館活動の情報発信に努
めているか

特別展等博物館活動
広報・報道件数

＜総合＞

６／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

シーダー登録者数〈50人〉 44人 53人 ・年報 p.56 B
・活動休止が続くなかで、特に新たな登録者が活動できな
いまま退会する事例などがあり、登録者数が減少した。

B

活動再開に向けた計画策定状況等 活動の一部再開
館内会議（再開に
向けて）意向調査

・年報 p.56 A
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から活動を
休止していたが、検討を重ねたのち、令和４年12月９日か
ら活動を一部再開できた。

A

活動再開に向けた計画策定状況

友の会活動再開に
向け、他施設から
発出される様々な
情報の提供や、友
の会役員らの協議
の補助を実施した

友の会役員とコロ
ナ禍での活動に係
る協議や、友の会
主催活動の再開に
向けた補助を実施
した

・年報 p.57 A
・文化庁や日本博物館協会などが発出する新型コロナウ
イルス感染症対策の情報提供を行い、友の会の部会活動
再開に寄与することができた。

A

講演会　実施回数
             参加者数

12回
958人

７回
493人

・年報 p.58 A

・参加者数など一部変更して安全に配慮しながら、当初計
画のとおり歴史・考古・美術の多彩な講演会を実施でき
た。
・そのほか、特別展や東アジア友好博物館交流事業シン
ポジウムなどの館主催事業に共催するなど、ともに協力し
て事業を実施できた。

A

史跡めぐり　実施回数
　　　　　　　　参加者数

５回
138人

１回
30人

・年報 p.58 A
・コロナ禍に伴う入館制限の緩和を受け、当初計画のとお
り５回、安全に配意しながら実施した。

A

A
・コロナ禍に伴う入館制限の緩和を受け、ボランティア活動
を一部再開するとともに、友の会活動も当初計画のとおり
にほぼ実施できた。

A

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

【論点】
・新型コロナ感染症の拡大状況などに応じて、活
動の支援や必要な対応を行うことができたか。
・活動の際の安全管理を徹底することができた
か。
・活動再開に向けた方針や計画を策定できた
か。

【外部評価】
・ボランティア活動を一部再開するとともに、友の
会活動の支援も行われている。
・感染防止対策とコロナ後の活発化した活動をと
もに進め、定期的、あるいは不定期な実施を数
多く遂行したことは高く評価できる。
・コロナ禍のうねりの中で、効果的に対策を実施
しながら、講演等の実施数・参加者数とも、着実
に回復に向かわせることができていた。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

６　市民との協働

評価小項目

博 物 館 ボ ラ ン テ ィ ア
（シーダー）の参画によ
り市民との協働による
取り組みが進められて
いるか

博物館ボランティア（シー
ダ―）の活動支援

友の会の活動を支援す
るなど、友の会と連携で
きているか

「自然史友の会」の活動
支援

「歴史友の会」の活動支
援

＜総合＞

７／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標〈括弧内は目標値〉 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

委員等就任　人数
　　　　　　　　 件数
　他機関からの依頼に応え専門分野を生かして努め
ているか

16人
104件

17人
107件

・年報 p.52-55 A
・大半の学芸員が委員に就任しており、委員会への参加
件数も前年度とほぼ同数で、行政機関や学術団体への
依頼に対応できた。

A

外部機関の依頼による講演などの対応回数
　他機関からの依頼に応え専門分野を生かして努め
ているか

77件 69件 ・年報 p.52-55 A
・学校（小学校〜大学）や市民団体、市の施設などの依頼
に応え、学校教育・社会教育に貢献できた。

A

資料貸出者（団体）数
　　　貸出点数
　他機関からの依頼に応え、博物館資料を適切に貸
し出しているか

48団体
455点

77団体
433点

・年報 p.64-65 A
・前年度と団体数は減少したが、貸出点数は微増してお
り、学術研究や教育普及活動に係る資料の貸出依頼に
適切に対応した。

A

A
・外部機関からの講演や資料借用依頼等に対し、前年度
同様あるいはそれ以上の対応ができており、博物館のシ
ンクタンク機能を果たすことができた。

A

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

【論点】
・自然史・歴史に関する学会や専門委員会など
への協力依頼に応えられているか。
・大学やさまざまな機関からの講演などの協力
依頼に応えられているか。
・研究や教育普及活動に必要な資料の貸与依
頼に対応できているか。

【外部評価】
・シンクタンク機能を果たすことができていた。
・多様な専門的知識によって、地域内外におい
て、質的にも数的にも大きな貢献をしているとい
える。
・学芸員の講演・講義や資料借用依頼への対
応がコロナ禍の中ながらも昨年度実績を上回っ
ていた。資料貸出

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

評価小項目

７　社会貢献

学術研究機関として社
会に貢献し、シンクタン
ク機能を果たすことが
できているか

学術研究機関として、大
学等外部機関への支援
ができているか

＜総合＞

８／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート 令和４年度　

評価項目 評価視点 評価指標 実　績 前年度実績 参考資料等 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由

博物館を軸に、東田地区を中心とする関係施設の連
携を強化するための事業を実施できたか

秋の特別展とそれ
に関連付けた東田
三 館 連 携 企 画 展
（SDGsが共通テー
マ）を開催した。

春と秋の３回、連携
企画展を開催し、
それに合わせて合
同のイベントを実
施した。

・年報 p22-23,43 A

・秋の特別展「トイレのうんちく展」は地元企業および企業
ミュージアムとの連携・協力を受けて、より充実した内容で
開催することができた。またそれに関連付けた東田三館連
携企画展については、様々な事業において適切かつ効果
的な施設間連携の一つのモデル事例を提示できた。

A

常設展の展示改装を計画どおり実施できたか

デジタルアーカイブ化事業を計画どおり実施できたか

常設展改装工事お
よびデジタルアーカ
イブ化事業を計画
どおり実施できた。

収蔵資料等のデジ
タルアーカイブ化
や展示照明の改善
を進めるとともに、
楽しみながら学習
してもらえる可能性
を秘めた展示改修
計画を策定した。

・年報 p12-17,43 A

・10年ぶりに本格的な常設展改装を計画どおり実施するこ
とができた。
・デジタルアーカイブ化事業では、計画どおり実施し、歴史
資料ライブラリとして公開をおこなっている。

A

A
・秋の特別展「トイレのうんちく展」と、関連した東田三館連
携企画展の開催、常設展改装、デジタルアーカイブ化事業
など、重要な事業を計画どおり実施することができた。

A

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分

定量的な指標に関しては、主にA: ≧120%、B: 120〜80％、C: 80〜40％、D: ≦40% とし、これに定性的な要件を加味して、総合的に判断する。

【論点】
・北九州ミュージアムパーク創造事業による事業
によって、①地域の中核として社会を包摂する博
物館となるための展示環境の改善・向上および
計画策定ができたか、②文化財保護法の「地域
計画」の実例として他地域のモデルとなるような
事業が行えたか。

【外部評価】
・「トイレのうんちく展」を始め重要な事業を行うこ
とができた。
・関係機関との関わりのなかで積極的に役割を
果たしており、当初の計画以上に充分な成果を
出せている。
・北九州ミュージアムパーク創造事業に基づき、
各館と連携した企画展や常設展改装などの取り
組みがなされており、東田地区のにぎわいづくり
に大きく貢献している。

評価小項目

８　その他
北九州ミュージアムパーク創
造事業

北九州ミュージアムパー
ク創造事業によって新
たな取り組みが行えた
か

東田地区を北九州市の
新たな賑わいづくりの拠
点とするための事業の
実施状況

当館を東田地区さらには
北九州市の中核館として
の魅力向上を目指した
事業の実施状況

＜総合＞

９／１２



北九州市立自然史・歴史博物館　評価シート【総括】 令和４年度　

評価項目 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由 意　見

１　資料収集・保管活動 C

・収集方針に沿って、必要とされる機会を得て、貴重な標本・資料を収集
することができた。しかし自然史系資料の「採集」による収集や、歴史系
資料の「登録」などの点数が目標や前年度実績を下回ったので、さらに
努力したい。

C

・自己評価は妥当だが、Bに近いC評価と思う。
・評価はCであるが、目標点数からみた評価で
あり、質的にはおおむね良いと思われた。
・特に、地元密着型の貴重な標本・資料の収集
に尽力していることが理解できた。登録点数が
前年度実績を下回った部分もあるが、収集・保
管活動に向けた努力は十分に認められる。

・資料登録の評価指標が自然史系資料登録で
は「データベース化状況」、歴史系資料では「登
録点数」となっている。この点の統一を検討した
方がよい。
・資料の登録がスムーズに進むためのシステム
づくりがさらに工夫されるとよいかもしれない。そ
のための点数以外の目標があるとよいかもしれ
ない。
・今後も地元密着型の標本・資料収集と効果的
な活用に努めていただきたい。

２　調査研究活動 B

・前年度同様の積極的な研究外部資金への申請を行うとともに、多くの
課題が採択される等、博物館の調査研究機能を維持できた。
・学会発表や審査制の論文発表等について、前年度より出版・発表数
が増えた。このような改善傾向をさらに追求していきたい。

B

・自己評価は妥当だが、Aに近いB評価だと思
う。
・前年度同様の積極的な研究外部資金への申
請が行われており、多くの課題が採択されてい
た。また、学会発表や審査制の論文発表等につ
いて、前年度より出版・発表数が増えており、今
後にも期待がもてる。
・普及書の執筆数は昨年度を下回っているが、
対応分野を広げている。

・「改善傾向をさらに追求していきたい」とのこと
なので、さらなる発展を期待している。
・外部資金は多く獲得できているが、研究にあ
てる時間的資源が不足している印象である。現
段階では資金の新規獲得以上に、研究時間を
つくること、例えば研究日の設定を検討すること
も一策かもしれない。
・今後も学芸員の専門性を活かした研究等を積
極的に進めて欲しい。

３　展示活動 B

・有料無料を問わず、さまざまな場所で、当館の活動や、自然史、歴史
に関する興味を喚起する企画をできた。今後も多くの方々に興味を持っ
てもらえる企画を実施しつつ、解説手法や広報など、さらなる工夫を追
求していきたい。

A

・オンライン予約制により入館者を制限していた
なかで、かなり健闘していると思う。4回の特別
展のうち２回は、自然史課と歴史課が共同で実
施した点、ならびに新しい層の入館者が見られ
るようになった点は高く評価できる。企画展の特
記事項も高く評価でき、自己評価ではBとのこと
だが、A評価でも良いように思う。
・夏の特別展はコロナ第七波という困難にあっ
ても多くの来場者があったのは、市民の関心の
高さや感染防止対策への定評などもあろうし、
企画展の内容も多様で工夫が良いと思われ
た。
・特別展のポスターやチラシについては、デザイ
ンやキャッチ―コピーなどにもっと工夫の余地が
あったと思う。
・地域密着型のテーマや内容、初等教育との連
携、他施設との連携、オンラインやデジタルサイ
ネージなどの活用など、創意工夫と意欲が感じ
られる企画展が実施された。

・オンライン予約制であった点を考えると、特別
展の目標観覧者数の設定が高い場合があるよ
うに思う。
・学芸員及び名誉館員の研究成果展示は、今
後も活発に行っていただきたい。
・今後も地元密着型や意表を突く「企画の妙」で
企画展やミニ企画展を積極的に実施していただ
き、話題のメディア露出に努めていただきたい。
・デジタルサイネージの効果的な活用を試みて
いることは評価でき、今後も活用して欲しい。

４　教育普及活動 A
・積極的な誘致活動を行った一方で、コロナ禍に伴う入館等の制限緩和
により、実施数・参加者数ともに著しく回復・増加した。

A

・実施数・参加者数ともに前年度よりも著しく回
復・増加した。
・コロナ禍収束につれて、本来の活動の勢いが
みられ、さらに飛躍したことは高く評価できる。
・コロナ禍においても入館制限と緩和を効果的
に実施しながら、前年を上回る実績を納め、教
育普及活動が展開できている。
・年齢を問わず市民に愛される博物館を目指し
た活動が認められる。

・新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け
た今年度の実績に大きな期待をしている。
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評価項目 自己評価 自己評価の理由 外部評価 外部評価の理由 意　見

５　広報・情報発信活動 A

・報道機関への情報提供やSNS等の積極的活用により、前年度を上回
る情報発信ができた。
・リニューアルを広く周知するため、博多駅や小倉駅をはじめ九州一円
の主要駅のデジタルサイネージを活用し多方面に広報を行った。

A

・活発な広報活動が行われている。
・広報の取り組みに加え、リニューアルによる社
会の反応が高まった年となり、大きな広報成果
が残せたと思われる。
・報道機関、特にテレビニュース等への露出度
が向上し、情報発信には成功していたと感じら
れた。
・駅のホームの一部を展示施設として利用する
など、創意工夫も感じられた。

・今後も積極的な情報発信に努め、メディアへ
の露出度を上げてほしい。ひいては子どもたち
の、「わが街に『いのたび』あり！」のシビックプ
ライドにもつながると考える。
・ぜひ小学生・幼児向けのホームページも開設
してほしい。

６　市民との協働 A
・コロナ禍に伴う入館制限の緩和を受け、ボランティア活動を一部再開
するとともに、友の会活動も当初計画のとおりにほぼ実施できた。

A

・ボランティア活動を一部再開するとともに、友
の会活動の支援も行われている。
・感染防止対策とコロナ後の活発化した活動を
ともに進め、定期的、あるいは不定期な実施を
数多く遂行したことは高く評価できる。
・コロナ禍のうねりの中で、効果的に対策を実施
しながら、講演等の実施数・参加者数とも、着実
に回復に向かわせることができていた。

・新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け
た今年度の実績に大きな期待をしている。

７　社会貢献 A
・外部機関からの講義や資料借用依頼等に対し、前年度同様あるいは
それ以上の対応ができており、引き続き博物館のシンクタンク機能を果
たすことができた。

A

・シンクタンク機能を果たすことができていた。
・多様な専門的知識によって、地域内外におい
て、質的にも数的にも大きな貢献をしているとい
える。
・学芸員の講演・講義や資料借用依頼への対
応がコロナ禍の中ながらも昨年度実績を上回っ
ていた。

・新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け
た今年度の実績にさらに大きな期待をしてい
る。
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評価項目 自己評価 自己評価の理由 Ｊ 外部評価の理由 意　見

８　その他
北九州ミュージアムパーク創造事業

A
・秋の特別展「トイレのうんちく展」と、関連した東田三館連携企画展の
開催、常設展改装、デジタルアーカイブ化事業など、重要な事業を計画
どおり実施することができた。

A

・「トイレのうんちく展」を始め重要な事業を行う
ことができた。
・関係機関との関わりのなかで積極的に役割を
果たしており、当初の計画以上に充分な成果を
出せている。
・北九州ミュージアムパーク創造事業に基づき、
各館と連携した企画展や常設展改装などの取り
組みがなされており、東田地区のにぎわいづく
りに大きく貢献している。

・東田三館の連携をさらに進めて、多くの市外
の学校を修学旅行、社会見学等に誘致してい
ただきたい。ひいては子どもたちの、「わが街に
『いのたび』あり！」のシビックプライドにもつな
がると考える。
・常設展改装により、さらにリピーターが増える
ことが期待される。今後も社会を包摂する地域
の中核展示施設として、創意工夫を凝らした展
示環境の改善・向上や計画策定を期待したい。
また地元密着の文化財保護・展示施設としての
役割にも期待していきたい。

総合評価 B

・開館20周年の年に、特別展や企画展の充実と常設展の改装、教育普
及活動や広報・情報発信活動の強化などに取り組んで、年間の入場者
数が40万人を超えることができた。
・外部資金を用いた研究や展示環境整備、博物館のシンクタンク機能強
化については、よく実施できた。
・資料収集・保管活動については、目標や前年度実績を下回った部分
があり、改善に努めたい。

B

・Cの評価項目もあったことから、自己評価と同
じBとしたが、Aに近いBという評価である。
・開館20周年にまつわる、みえない業務や、目
標値に現れないところでの工夫や努力が相当
にあったと考えられる。
・館を見学しただけでは分からない、外部資金を
用いた研究や、学芸員の講演・講義、資料貸
出、資料収集・保管活動等も着実に行われてお
り、高く評価できる。
・コロナ禍の中にあって、入場者数増を達成す
るとともに、北九州ミュージアムパーク創造事業
で他館と効果的な連携が行われていた。
・北九州ミュージアムパーク創造事業によって博
物館の担う役割がより明確により高遠になった
と感じる。

・博物館活動の根幹である調査研究の成果は
着実に挙がっており、他の活動とのバランスもと
れているため良好な状態と思う。
・博物館の根幹ともなる評価項目１～３が、A評
価になるためには、さらなる業務を上乗せする
のではなく、力を注ぐ業務の配分を変えることも
大切ではないか。
・新型コロナウイルス感染症の５類移行を受け
た今年度の実績にさらに大きな期待をしてい
る。

評価基準　　A：大変良い、B：概ね良い、C：やや不十分、D：不十分
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